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主
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「
平
和
の
た
め
の
言
の
実
」
の
会 

実
行
委
員
会 

❒
後
援 

 

（
一
社
）
洸
楓
座
、
（
一
社
）
国
際
善
隣
協
会
、 

松
戸
朗
読
と
文
学
の
会
、
鎌
倉
共
生
の
会
、 

 
 

沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、 

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
琉
球
新
報
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
、 

❒
応
援 

 

平
和
を
祈
念
す
る
沖
縄
有
志
の
会
、 

＆
協
力 

 

海
燕
社
（
古
書
店
う
み
つ
ば
め
）
、
中
部
電
算
フ
ォ
ー
ム 

 

愛と平和／Designed by 一色宏 

「
「愛は努力である」 

by プラトン 

「それを選んだ」       茨木のり子 

退屈きわまりないのが 平和 

単調な単調なあけくれが 平和 

生き方をそれぞれ工夫しなければならないのが 平和 

男がなよなよしてくるのが 平和 

女が溌剌としてくるのが 平和 

好きな色の毛糸を好きなだけ買える 

眩しさ！ 

ともすれば淀みそうになるものを 

フレッシュに持ち続けてゆくのは 難しい 

戦争をやるより ずっと 

見知らぬ者に魂を譲り渡すより ずっと 

けれど 

わたくしたちは 

それを 

選んだ 

 

                      

         

                   

 

Joseph Maurice Ravel 

http://www.kofuza.com/html/event.html


 
序 「

観
光
や
教
育
な
ど
日
常
の
行
い
が
、
ふ
つ
う
に
で

き
る
の
は
、
平
和
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
、
・
・
」
と
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
は
、
東
京
で
の
講

演
で
結
ん
だ
。
「
平
和
」
は
、
空
気
の
よ
う
に
気
づ
き

づ
ら
い
の
で
す
が
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

沖
縄
は
、
平
和
の
反
対
で
あ
る
戦
争
に
よ
り
大
き
な

犠
牲
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
な
お
犠
牲
や

負
担
を
被
っ
て
い
ま
す
。
平
和
へ
の
祈
念
は
、
沖
縄
県

だ
け
で
な
く
、
本
土
の
都
道
府
県
で
も
、
そ
し
て
近
隣

諸
国
、
全
世
界
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
政
治
に
お
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
身
近
な
も
の
で
す
。 

詩
人
・
茨
木
の
り
子
は
、
自
身
の
戦
争
体
験
か
ら
、
平
和
や
戦
争
の
な
い
社

会
や
暮
ら
し
を
求
め
る
詩
作
を
多
く
残
し
（
遺
し
）
ま
し
た
。『
わ
た
し
が
一

番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』
は
、
戦
時
中
を
回
想
し
て
つ
く
っ
た
作
品
で
、
戦
争

の
な
い
世
の
中
を
希
求
し
た
も
の
で
し
た
。 

今
回
の
行
事
は
、
茨
木
の
り
子
の
詩
情
あ
る
い
は
詩
趣
を
心
に
と
め
、
戦
争

の
な
い
世
の
中
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
と
の
考
え
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
沖

縄
県
で
の
「
茨
木
の
り
子
の
詩
情
世
界
」
の
第
１
回
目
と
し
て
位
置
付
け
て
開

催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

企
画 

佐
藤
建
吉
（
青
柳
浩
生
） 

２
０
２
４
年
１
２
月
２
１
日 

    

次 

第 

 

○
日
時 

２
０
２
４
年
１
２
月
２
１
日
午
後
１
時
半
～
４
時
半 

○
会
場 

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
・
大
会
議
室 

 
 
 
 

開
会
／
序 

㈠ 
 

第
一
部 

茨
木
の
り
子
の
詩
情
世
界 

朗
読 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

山
川
建
夫 

朗
読 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

神
田
雪
枝 

㈡ 

第
二
部 

平
和
祈
念
活
動
の
紹
介 

解
説
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
 

青
柳
浩
生
、（
井
出
亜
夫
） 

講
話 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

平
良
次
子 

報
告 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

平
田
菜
乃
華
・
仲
里
芽
依 

㈢ 

第
三
部 

平
和
へ
の
稔
性 

朗
読
劇 

 
 
 
 
 
 
 
 

沖
縄
国
際
大
学
学
生 

歌
と
ト
ー
ク 

 
 
 
 
 
 

ム
ン
ロ
王
子 

 

意
見
交
換
と
ま
と
め 

 
 
 

青
柳
浩
生 

閉
会
／
結
（
終
） 

 

 

 
 

 

＃
茨
木
の
り
子 

茨
木
の
り
子
、
本
姓
・
三
浦
、
１
９
２
６
年
（
大

正
１
５
年
）
６
月
１
２
日 

–
 

２
０
０
６
年
（
平

成
１
８
年
）
２
月
１
７
日
）
は
、
日
本
の
詩
人
、

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
童
話
作
家
、
脚
本
家
。
結
婚
前

は
、
宮
崎
圀
子
。
三
浦
安
信
（
医
師
）
と
１
９
４

９
年
に
結
婚
。 

１
９
５
３
年
５
月
に
「
詩
学
研
究
会
」
の
仲
間
の

川
崎
洋
と
同
人
誌
「
櫂
」
を
創
刊
。
創
刊
号
は
川

崎
洋
・
茨
木
の
り
子
の
二
人
。
二
号
か
ら
谷
川
俊

太
郎
、
三
号
か
ら
吉
野
弘
、
舟
岡
遊
治
郎
、
四
号

か
ら
水
尾
比
呂
志
が
参
加
、
そ
の
後
は
中
江
俊

夫
、
友
竹
辰
、
大
岡
信
な
ど
の
詩
人
が
参
加
。 

主
な
詩
集
に
、『
対
話
』『
見
え
な
い
配
達
夫
』『
鎮

魂
歌
』『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
倚
り
か
か
ら

ず
』
ほ
か
。
戦
時
下
の
女
性
の
青
春
を
描
い
た
代

表
作
の
詩
「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と

き
」（
１
９
５
８
年
刊
行
の
第
二
詩
集
『
見
え
な
い

配
達
夫
』
収
録
）
は
、
多
数
の
国
語
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

 

＃
佐
藤
建
吉
（
青
柳
浩
生
） 

 

茨
木
の
り
子
の
夫
、
母
、
墓
所
の
あ
る
鶴
岡
市
出

身
。「
金
属
疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
工
学
博
士
取

得
（
元
千
葉
大
学
准
教
授
）。
金
属
疲
労
に
は
結
晶

の
転
位
が
関
係
し
て
い
る
が
、
愛
と
平
和
の
あ
る

社
会
の
広
が
り
に
は
茨
木
の
り
子
の
詩
情
詩
趣

が
大
事
と
説
く
ソ
シ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
「
で
き
る

状
況
づ
く
り
」
を
提
唱
し
、〈
課
題
〉
を
〈
チ
ャ
レ

ン
ジ
〉
に
す
る
。（
一
社
）
洸
楓
座
代
表
理
事 

      

 

      

＃
「

平
和
の
た
め
の
言
の
実
」

の
会 

実
行
委
員
会 

委
員
長
／
佐
藤
建
吉
、
副
委
員
長
／
久
保
田
賢

三
・
西
川
浩
司
、
事
務
局
長
／
槇
太
、
監
事
／
佐

藤
真
理 

   

＃
洸
楓
座
の
茨
木
の
り
子
の
行
事
例 

２
０
１
９
年
１
１
月
９
日
、
江
戸
川
区 

２
０
年
１
０
月
９
日
、
渋
谷
区 

２
１
年
１
２
月
２
２
日
、
港
区 

２
２
年
１
１
月
６
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
１
７
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
２
３
日
、
千
代
田
区 

２
３
年
６
月
１
２
日
、
北
区 

２
４
年
２
月
１
７
日
、
目
黒
区 

２
４
年
６
月
１
５
日
、
松
戸
市 

２
４
年
９
月
２
１
日
、
鎌
倉
市 



開
会
／
序 

主
催
者
ト
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤
建
吉 

沖
縄
で
茨
木
の
り
子
の
詩
を
題
材
に
し
た
行
事
を
行
う
意
義
に
つ
い
て 

茨
木
の
沖
縄
と
の
由
来
と
し
て
は
、
ま
ず
『
う
た
の
心
に
生
き
た
人
々
』
に

沖
縄
出
身
の
詩
人
・
山
之
口
獏
を
取
り
上
げ
て
詩
文
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
つ

ぎ
に
比
嘉
実
（
元
・
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
所
長
）
は
、
茨
木
の
詩
に
感

動
を
得
て
、「
地
球
・
生
命
・
沖
縄
を
考
え
る
―
茨
木
の
り
子
著
『
倚
り
か
か

ら
ず
』
を
読
む
」
と
い
う
本
を
著
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
縁
で
、
茨
木
は
、
比
嘉

の
早
稲
田
大
学
で
の
授
業
に
出
席
し
、
「
お
も
ろ
そ
う
し
」
―
沖
縄
各
地
の
歌

謡
集
―
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
「
お
も
ろ
」
は
「
思
い
」
で
、
ゆ
い
レ
ー
ル
の
お
も
ろ
ま
ち

駅
は
、
〝
沖
縄
の
悲
し
い
歴
史
か
ら
学
び
、
未
来
永
劫
平
和
に
暮
ら
し
た
い
と

い
う
県
民
の
切
な
る
思
い
〟
が
込
め
ら
れ
た
地
名
と
し
て
公
募
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
そ
う
で
す
が
、
茨
木
の
平
和
を
求
め
る
気
持
ち
は
、
自
身
の
戦
中
戦
後

体
験
に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
よ
り
も
３
歳
年
上
の
茨
木
は
、『
は
た
ち
が
敗
戦
』
で
、

沖
縄
だ
け
を
犠
牲
に
し
て
戦
争
を
終
え
た
と
述
べ
、
反
戦
や
平
和
と
愛
を
テ
ー

マ
に
し
た
詩
作
が
多
く
あ
り
ま
す
。
茨
木
は
、《
対
話
》
の
必
要
性
を
言
葉
で

残
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
沖
縄
の
人
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
茨
木
の
り
子

は
、
言
葉
や
詩
作
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
、
沖
縄
で
、
平
和
祈
念
資
料
館

で
、
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

企
画
者
ト
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
柳
浩
生 

 

「
言
の
実
」
の
意
味 

こ
の
会
の
行
事
名
に
は
、「
言
の
実
」
と
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
使
わ
れ

な
い
言
葉
で
す
の
で
、
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。
似
た
記
述
に
「
言
の
葉
」

が
あ
り
、
こ
れ
は
「
言
葉
」
を
意
味
し
ま
す
。
じ
つ
は
、
茨
木
の
り
子
の
作
品

を
ま
と
め
た
詩
集
に
も
、「
茨
木
の
り
子
集 

言
の
葉
１
」「
同 

言
の
葉
２
」

「
同 

言
の
葉
３
」（
ち
く
ま
文
庫
）
が
あ
り
ま
す
。
詩
は
、
言
葉
で
表
現
さ

れ
た
も
の
で
す
の
で
、
適
宜
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

「
言
の
葉
」
や
言
葉
は
、
紙
に
文
字
で
表
し
た
も
の
と
い
う
の
が
原
点
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紙
面
の
文
字
は
消
滅
破
損
し
や
す
い
の
で
、
石
に
刻

印
し
長
期
保
存
し
て
、
文
化
や
文
明
の
証
し
と
す
る
こ
と
も
、
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
人
間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
言
葉
は
必
須
で
す
。 

「
言
の
実
」
も
同
じ
く
文
字
や
言
葉
を
残
し
表
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す

が
、
言
葉
と
し
て
、
あ
る
い
は
詩
や
文
章
と
し
て
表
現
し
た
内
容
を
、
現
実
の

暮
ら
し
や
生
き
方
の
中
に
結
実
さ
せ
た
い
と
の
意
図
を
重
視
し
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
す
。「
結
実
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
（
み
）
を
結
び
、
や
が
て
そ

れ
は
、
種
（
た
ね
）
と
な
っ
て
、
新
し
い
芽
を
出
し
て
、
次
の
世
代
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
葉
は
枯
れ
て
栄
養
分
と
な
り
次
世
代
を
育
て
る
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
実
は
種
と
し
て
新
芽
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
言
え
ま
す
。 

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、「
平
和
」「
平
和
祈
念
」
そ
し
て
「
和
平
」
な
ど
の
こ

と
ば
も
そ
の
意
味
や
内
容
を
、
現
実
に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
新
し
い
「
言

の
実
」
や
「
言
実
」
と
し
ま
し
た
。
最
近
で
は
ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
英
語
も
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
成
果
で
あ
り
、
似
た
言
葉
と
言
え
ま
す
。 

 
 
 

 

 
 

＃
一
般
社
団
法
人 

洸
楓
座
（
こ
う
ふ
う
ざ
） 

法
人
名
の
洸
は
水
力
と
太
陽
光
を
、
楓
は
バ
イ
オ

マ
ス
と
風
力
を
、
座
は
地
熱
を
漢
字
の
ヘ
ン
と
ツ

ク
リ
か
ら
意
味
づ
け
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

を
意
図
し
て
命
名
。
そ
の
宝
庫
で
あ
る
地
方
が
疲

弊
し
て
い
る
の
で
、
地
域
快
活
を
総
合
的
プ
ロ
ヂ

ュ
ー
ス
の
た
め
、
ブ
ル
ネ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応

援
酒
「
鐵
の
道
」、
ま
ち
な
か
大
学
院
、
茨
木
の
り

子
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。 

h
t
tp
:/
/w
ww
.k
of
uz
a.
co
m
 

 

＃
国
際
善
隣
協
会 

東
京
都
港
区
新
橋
駅
前
に
事
務
所
と
会
館
が
あ

り
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
友

好
善
隣
関
係
を
維
持
推
進
す
る
た
め
の
講
演
会

や
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
は
満
州

引
揚
げ
法
人
や
個
人
の
親
睦
を
端
緒
と
し
て
設

立
さ
れ
、
８
０
余
年
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

＃
松
戸
朗
読
と
文
学
の
会 

千
葉
県
松
戸
市
で
、
毎
月
水
曜
日
の
午
後
に
開
催

さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
通
算
で
１
１
０
回
超
の
会
を

開
催
し
て
い
る
。
堀
川
静
雄
が
遺
し
た
「
人
間
は

表
現
す
る
動
物
で
あ
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

い
る
。
現
会
長
の
小
山
勝
は
高
知
県
出
身
。
夜
さ

来
い
祭
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
同
志
と
と
も
に
実

施
。
元
住
宅
建
設
会
社
役
員
。
全
国
ふ
る
さ
と
大

使
連
絡
会
議
理
事
で
、
自
身
も
高
知
県
、
島
根
県

ほ
か
の
、
ふ
る
さ
と
大
使
で
も
あ
る
。 

h
t
tp
s:
//
ww
w.
fa
ce
bo
ok
.c
om
/g
ro
u
ps
/1
46
94

3
4
47
38
15
75
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＃
鎌
倉
共
生
の
会 

鈴
木
克
也
が
主
宰
す
る
組
織
。
鈴
木
は
大
阪
府
出

身
で
鎌
倉
に
あ
っ
た
野
村
総
合
研
究
所
に
勤
務
、

経
営
計
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
。
そ
の

後
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
社
会
学
や
地
域

学
を
教
授
。
定
年
後
、
鎌
倉
に
戻
り
、
エ
コ
ハ
出

版
を
創
立
、
４
０
冊
以
上
を
出
版
。
同
会
は
、
鎌

倉
の
歴
史
・
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
等
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
会
＆
勉
強
会
を
月
例
行
事
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。 

   

「言の実」のシンボル写真 

http://www.kofuza.com/
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茨
木
の
り
子
の
詩
情
世
界 

 
朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
川 

建
夫
／
フ
リ
ー
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

茨
木
の
り
子
の
作
品
の
中
か
ら
、
今
回
の
行
事
と
関
連
の
深
い
３
作
を
朗

読
し
紹
介
し
ま
す
。 

 

『
根
府
川
の
海
』 

戦
時
中
、
茨
木
の
の
り
子
が
東
京
か
ら
郷
里
の
愛
知
県
西
尾
市
に
東
海
道
線

で
帰
郷
す
る
際
に
は
神
奈
川
県
に
根
府
川
駅
を
通
過
す
る
。
赤
い
カ
ン
ナ
が
咲

い
て
い
る
駅
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、・
・
・ 

     

『
雛
ぶ
り
の
唄
』 

１
９
４
５
年
８
が
１
５
日
、
第
２
次
世
界
大
戦
に
、
日
本
は
敗
戦
し
た
。
そ

の
戦
争
責
任
は
？
茨
木
の
り
子
は
、
臆
せ
ず
天
皇
の
言
動
を
捉
え
た
。 

 

・
・
・ 

       

『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』 

 

茨
木
の
り
子
の
代
表
的
詩
作
。
教
育
の
目
的
は
課
題
を
自
分
で
考
え
る
力

を
付
け
る
こ
と
。 

  ぱ
さ
ぱ
さ
に
乾
い
て
ゆ
く
心
を
／
ひ
と
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
み
ず
か
ら
水

や
り
を
怠
っ
て
お
い
て 

気
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
を
／
友
人
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
し
な
や
か
さ
を

失
っ
た
の
は
ど
ち
ら
な
の
か 

苛
立
つ
の
を
／
近
親
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
な
に
も
か
も
下
手
だ
っ
た
の
は

わ
た
く
し 

初
心
消
え
か
か
る
の
を
／
暮
し
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
そ
も
そ
も
が 

ひ
よ 

わ
な
志
に
す
ぎ
な
か
っ
た 

駄
目
な
こ
と
の
一
切
を
／
時
代
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
わ
ず
か
に
光
る
尊
厳

の
放
棄 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
／
自
分
で
守
れ
／
ば
か
も
の
よ 

 
 

 

＃
山
川
建
夫 

 

慶
応
大
学
卒
業
し
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
入
社
。
モ
ー
ニ

ン
グ
シ
ョ
ウ
司
会
の
後
、
１
７
年
後
退
社
千
葉
県

市
原
市
に
定
住
し
自
然
農
業
を
２
５
年
以
上
実

践
。
フ
リ
ー
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
＆
司
会
業
の
ほ
か
、

朗
読
講
師
＆
執
筆
活
動
。 

       

 

                        
 

根府川駅のカンナ 愛と平和／Designed by 一色宏 



朗
読 

 
 
 
 
 

神
田
雪
枝
／
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
普
及
員 

  

茨
木
の
り
子
の
代
表
的
な
詩
で
あ
る
『
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』

を
、
沖
縄
方
言
〝
う
ち
な
ー
ぐ
ち
〟
に
翻
訳
し
て
、
そ
の
普
及
活
動
を
し
て
い
る

神
田
雪
枝
に
朗
読
し
て
頂
き
ま
す
。 

 

『
わ
ん
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時
』 

 私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時 

ま
ち
ぇ
ー 

ん
じ
ゃ 
ん
じ
ゃ
ー
と
ぅ 

く
じ
り
て
ん
じ
ゃ
ん 

あ
ね
ー 

あ
ら
ん 

と
く
る
か
ら 

青
さ
る
ぬ
空 

ね
し
が
て
ぃ
ち
ゃ
ん 

 

私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時 

す
ば
ー
ふ
ぃ
ら
ー
ぬ 

人
達
が
多
く 

う
ら
ん
な
た
ん 

工
場
う
て
ぃ 

海
う
て
ぃ
名
ー
ん 

付
ち
ぇ
ー
う
ら
ん
島
う
て
ぃ 

私
ね
ぇ
ー
美
姿
い
し
ー
ぶ
さ
る 

若
さ
一
時
ぬ
肝
ん
失
な
た
ん 

 私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時 

わ
ん
く
と
う 

気
に 

掛
き
ー
る
人
た
ー
ん 

う
ら
ん
た
ん 

男
ぬ
ち
ゃ
ー
や 

敬
礼
し
ぬ 

礼
ー
じ
し
か 

知
ら
ん
た 
し
が 

目
笑
し 

出
発
っ
ち
い
ち
ゅ
た
ん 

 

私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
る
時 

私
ん
頭
ろ
ぅ
ー 

ぬ
ー
ぬ
く
と
う
ん 

考
げ
ー
ら
ら
ん 

私
ん
肝
や
ー
く
ふ
ぁ
ぐ
ふ
ぁ
ー
と
ぅ
し 

手
足
び
け
ー
じ 

黒
光
ち
ゃ
い
し 

光
と
ー
た
ん 

   

私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時 

私
国
戦
し
負
き
た
ん 

う
ぬ
よ
う
な
く
と
う
ぬ 

あ
て
ぃ
な
ゆ
み 

着
物
ぬ
袖
ま
く
て
ぃ 

さ
び
さ
び
ー
と
う
そ
ー
る
町 

ぬ
る
ん 

と
う
る
し
歩
っ
ち
ゃ
ん 

 私
が
一
番
ち
ゅ
ら
さ
た
る
時 

ラ
ジ
ョ
ー
か
ら
ー
ジ
ャ
ズ
が
ゆ
う
か
か
と
う
た
ん 

止
み
と
う
た
る
煙
ふ
ち 

目
く
ら
が
ん
さ
が
ち
ー 

私
ね
ー
ゆ
す
国
ぬ 

肝
う
や
ぎ
ー
る
音
楽
楽
し
だ
ん 

 

私
が
一
番
ち
ゅ
う
さ
た
る
時 

私
ね
ー
い
っ
ぺ
ー
ふ
し
あ
わ
し 

私
ね
ー
い
っ
ぺ
ー
ち
び
口
ん
あ
た
ら
ん
な
と
う
た
ん 

私
ね
ー
い
っ
ぺ
ー
し
か
ら
ー
さ
た
ん 

 

や
ぐ
と
う
決
み
た
ん 

な
い
る
む
ん
や
れ
ー
長
生
ち
す
ん
ち 

年
取
て
ぃ
か
ら
い
っ
ぺ
ー
美
さ
る 

絵
描
ち
ゃ
る 

フ
ラ
ン
ス
ぬ 

ル
オ
ー
お
じ
ー
ぬ
ぐ
ど
う 

 
 

ね 
 

                                                 

『
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
』 

 
 
 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
街
々
は
が
ら
が
ら

崩
れ
て
い
っ
て
／
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
／
青
空
な

ん
か
が
見
え
た
り
し
た 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
ま
わ
り
の
人
達
が

沢
山
死
ん
だ
／
工
場
で 

海
で 

名
も
な
い
島
で
／
わ
た

し
は
お
し
ゃ
れ
の
き
っ
か
け
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た 

・
・
・ 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
わ
た
し
は
と
て
も

ふ
し
あ
わ
せ
／
わ
た
し
は
と
て
も
と
ん
ち
ん
か
ん
／
わ
た

し
は
め
っ
ぽ
う
さ
び
し
か
っ
た 

だ
か
ら
決
め
た 

で
き
れ
ば
長
生
き
す
る
こ
と
に
／
年
と

っ
て
か
ら
凄
く
美
し
い
絵
を
描
い
た
／
フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ

ー
爺
さ
ん
の
よ
う
に
／
ね 

わたしが

一番き 

 

＃
神
田
雪
枝 

 

沖
縄
県
生
ま
れ
。
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー

に
所
属
す
る
普
及
員
。
担
当
分
野
は
、
普
及
員
／

読
み
聞
か
せ
、
普
及
相
談
員
／
啓
発
物
等
ツ
ー
ル

作
成
、
企
業
相
談
員
／
ア
ナ
ウ
ン
ス 

で
あ
る
。 

      
 

     

＃
し
ま
く
と
ぅ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー 

沖
縄
県
庁
の
９
階
に
、
業
務
委
託
事
業
と
し
て
設

置
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
役
割
は
消
滅
の
危
機
に
瀕

す
る
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」
の
普
及
、
伝
承
を
一
層

促
進
さ
せ
る
こ
と
で
、
普
及
に
取
り
組
む
関
係
機

関
や
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
普
及
の
中
核

的
機
能
を
担
う
サ
ー
ビ
ス
。 

 

沖
縄
県
で
は
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
」
を
、
９
月

１
８
日
に
、
条
例
で
制
定
し
普
及
促
進
し
て
い

る
。 

   

沖
縄
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
と
こ
ろ
と

し
て
の
沖
縄
方
言
を
守
り
、
そ
れ
を
使
い
話
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
琉
球
や
沖
縄
に
由
来
す
る
伝
統
や

文
化
を
継
承
し
保
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
茨
木
の
り
子
の
標
準

語
に
よ
る
「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と

き
」
の
詩
文
を
、
沖
縄
方
言
「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
」

に
置
き
換
え
て
、
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖

縄
の
人
々
に
は
、
作
者
の
意
図
（
詩
趣
）
を
受
け

留
め
や
す
く
な
る
の
で
は
と
、
そ
の
朗
読
者
の
選

定
を
お
願
い
し
た
。
結
果
、
神
田
雪
枝
さ
ん
が
、

抜
擢
さ
れ
た
。 

 

わたしが一番き 

° 

° 

° 

° 

° 

° 



第
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平
和
祈
念
活
動
の
紹
介
と
報
告 

講
話 
沖
縄
に
生
ま
れ
て
考
え
た
「
平
和
」
の
希
求 

 
 

平
良
次
子
／
対
馬
丸
記
念
館
館
長 

企
画
者
の
依
頼
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
考
え
た
「
平
和
」
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
１
９
６
２
年
に
沖
縄
県
大
宜
味

村
喜
如
嘉
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
両
親
が
教
員
だ
っ
た
の
で
、
転
勤
が
あ
り
、
就

学
前
に
宜
野
湾
市
に
引
っ
越
し
、
中
学
進
学
時
に
ま
た
大
宜
味
村
に
戻
り
、
７

８
年
に
は
辺
土
名
高
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。
私
の
父
母
、
姉
妹
も
家
族
み
ん
な

同
校
の
卒
業
生
で
し
た
。 

卒
業
後
、
琉
球
大
学
で
学
び
、
そ
の
後
、
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
時

か
ら
関
わ
り
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
、
平
和
学
習
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
平

和
活
動
は
、
こ
れ
が
実
務
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

母
・
啓
子
は
、
８
０
年
前
の
１
９
４
４
年
８
月
に
米
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け

て
沈
没
し
た
学
童
疎
開
船
「
対
馬
丸
」
の
生
存
者
で
し
た
。
戦
後
、
母
は
小
学

校
教
諭
と
し
て
平
和
教
育
に
力
を
尽
く
し
、
退
職
後
も
「
語
り
部
」
と
し
て
自

身
の
体
験
を
語
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
対
馬
丸
体
験
者
で
あ
る
母
は
、
対
馬
丸

記
念
館
の
語
り
部
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
２
０
２
３
年
７
月
２
９
日
、
８
８

歳
で
他
界
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
１
、
２
年
で
母
を
含
め
て
、
語
り
部
の
方
が
次
々
と
亡
く
な
っ
た
の
で
、

私
た
ち
第
２
、
第
３
世
代
が
頑
張
っ
て
伝
え
て
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
は
、
日
本
の
被
団
協
で
し
た
。
そ
の
授

賞
理
由
に
は
、「
記
憶
の
継
承
」
が
あ
り
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
に
特
有
の
「
核
の

タ
ブ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
次
大
戦
に
よ
る
沖
縄
戦
の
惨
状 

 の
結
果
と
、
そ
の
終
結
に
関
す
る
原
子
爆
弾
の
使
用
と
い
う
結
果
は
、
と
も
に

タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
局
面
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
結
果
の
伝
承
は
、
老
年
齢
化
に
よ
り
途
絶
え
そ
う
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
「
対
馬
丸
事
件
」
の
場
合
に
お
い
て
は
、「
対
馬
丸
記
念
館
」
が
、
制
度

と
し
て
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
タ
ブ
ー
視
に
抗
し
て
「
記
憶
の
継
承
」
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
と
、
私
の
思
い
が
期
せ
ず
し
て
重
な
り
、
今

年
か
ら
、
対
馬
丸
記
念
館
の
館
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
の
経
験
を
活
か
し
が
ら
、
分
か

り
易
く
、
現
世
代
や
次
＆
次
々
世
代
に
向
け
た
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
同
館
で
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

                                   

 

 

＃
平
良
次
子 

沖
縄
県
大
宜
味
村
生
ま
れ
。
琉
球
大
学
法
文
学
部

卒
業
、
そ
の
後
渡
米
。 

沖
縄
県
人
材
育
成
財
団
の

派
遣
事
業
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
留
学
。
南
風
原
文

化
セ
ン
タ
ー
に
設
立
時
よ
り
関
わ
り
、
学
芸
員
と

し
て
勤
務
。
そ
の
後
、
同
セ
ン
タ
ー
館
長
。
沖
縄

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
友
好
協
会
事
務
局
長
。
現
在
、
対

馬
丸
記
念
館
館
長
。 

       

 

        

＃
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー 

沖
縄
戦
か
ら
戦
後
史
、
移
民
、
人
々
の
暮
ら
し
ま

で
、
南
風
原
町
の
昔
・
今
・
未
来
を
伝
え
る
資
料

館
。
沖
縄
陸
軍
病
院

2
0

号
壕
群
を
保
存
・
公
開

し
て
、
平
和
学
習
が
可
能
な
施
設
と
な
っ
て
い

る
。 

   

＃
対
馬
丸
記
念
館 

平
成
９
年
、
海
底
８
７
０
ｍ
に
沈
む
対
馬
丸
が
発

見
さ
れ
、
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
政
府
は

対
馬
丸
記
念
館
を
設
立
。
対
馬
丸
遺
族
会
は
財
団

法
人
対
馬
丸
記
念
会
と
な
り
、
平
成
１
６
年
対
馬

丸
記
念
館
が
開
館
。
そ
の
後
、
平
成
２
５
年
公
益

財
団
法
人
対
馬
丸
記
念
館
と
し
て
対
馬
丸
事
件

犠
牲
者
の
悲
惨
な
歴
史
と
そ
の
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
伝
え
つ
つ
、
恒
久
平
和
の
実
現
に

向
け
て
平
和
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
全
国

の
協
力
会
員
の
支
え
と
政
府
や
県
の
補
助
金
の

も
と
、
館
の
管
理
運
営
と
対
馬
丸
犠
牲
者
の
追

悼
、
遺
族
の
福
祉
の
向
上
、
平
和
の
大
切
さ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。 

 

＃
対
馬
丸
事
件 

貨
物
船
だ
っ
た
対
馬
丸
は
、
太
平
洋
戦
争
中
の
１

９
４
４
年
８
月
２
１
日
、
沖
縄
か
ら
九
州
へ
疎
開

す
る
子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
、
那
覇
を
出
港
。
２

２
日
夜
、
鹿
児
島
県
・
ト
カ
ラ
列
島
沖
で
米
潜
水

艦
の
攻
撃
を
受
け
、
沈
没
し
た
。
判
明
し
て
い
る

の
は
、
乗
船
者
１
７
８
８
人
の
う
ち
、
学
童
７
８

４
人
を
含
む
１
４
８
４
人
が
死
亡
し
た
。 

今
年
２
０
２
４
年
は
、
対
馬
丸
が
沈
没
し
て
か

ら
、
８
月
２
２
日
で
８
０
年
と
な
っ
た
。
那
覇
市

に
あ
る
慰
霊
碑
「
小
桜
の
塔
」
に
、
遺
族
ら
４
０

０
人
超
が
参
列
し
て
、
犠
牲
者
を
悼
む
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
た
。 

 

対馬丸記念館からの問いかけ 



報
告 

平
和
祈
念
へ
の
取
り
組
み 

 
 
 
 
 
 

平
田
菜
乃
華
・
仲
里
芽
依
／
首
里
高
校
（
１
年
） 

 

２
０
２
４
年
１
０
月
２
８
日(

月)

に
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
・
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
「
第

１
２
回
沖
縄
平
和
賞
授
賞
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
２
０
０
０
年
か
ら

始
ま
り
、
２
年
に
１
度
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
第
１
回
受
賞
者
は
「
ペ
シ
ャ
ワ

ー
ル
会
」
の
中
村
哲
さ
ん
で
し
た
。
首
里
高
校
か
ら
は
４
人
が
、
こ
の
歴
史
的
沖

縄
平
和
賞
授
賞
式
に
参
加
し
、
平
和
賞
の
意
義
と
受
賞
団
体
の
平
和
活
動
に
つ
い

て
確
か
め
ま
し
た
。
今
回
は
、
私
た
ち
二
人
が
関
わ
り
ま
し
た
本
校
の
平
和
活
動

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

沖
縄
平
和
賞
は
、
沖
縄
の
視
点
か
ら
新
た
な
国
際
平
和
の
創
造
を
目
指
し
、
地

理
的
・
歴
史
的
に
関
わ
り
の
深
い
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
平
和
の
構
築
・
維
持
に
貢
献
し
た
個
人
・
団
体

を
顕
彰
す
る
も
の
で
、
２
０
２
４
年
の
第
１
２
回
受

賞
者
は
「
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
ナ

ウ
」
で
し
た
。 

そ
の
活
動
は
、「
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
で
、
国
家

権
力
の
暴
走
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ

た
り
、
未
来
を
奪
わ
れ
搾
取
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の

被
害
の
実
態
を
調
査
し
関
係
者
と
連
携
し
、
状
況
を

改
善
す
る
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
た
め
に
は
「
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
」
と
し
て
、
国

内
外
で
人
件
問
題
を
解
決
す
る
た
め
国
連
各
国
政

府
業
等
に
働
き
か
け
変
化
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 
 

そ
し
て
「
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
」
の
活
動
と
し
て
、
世
界
の

国
々
で
過
酷
な
人
権
侵
害
を
受
け
て
い

る
多
の
人
が
自
分
た
ち
備
わ
っ
て
い
る

人
権
に
つ
い
て
報
せ
、
自
身
の
意
識
改

革
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
授
賞
式
に
参
加
し
、
国
際
的

な
視
点
で
の
優
れ
た
平
和
活
動
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 ま

た
２
０

２
４
年
８
月

に
は
、
沖
縄

国
際
大
学
を

主
会
場
に
行

っ
た
韓
国
済

州
島
高
校
生

徒

と

の

文

化
・
歴
史
交

流
会
に
も
参

加

し

ま

し

た
。
こ
れ
は

本
校
の
校
長

通
信
に
も
掲

載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

＃
沖
縄
県
立
首
里
高
校 

首
里
中
学
校
（
１
８
８
０
年
～
）、
戦
後
１
９
４
６

年
か
ら
首
里
高
等
学
校
、
復
帰
後
１
９
７
２
年
か

ら
現
校
名
。
詩
人
・
山
之
口
獏
も
卒
業
生
。
他
著

名
卒
業
生
多
数
。 

【
海
邦
養
秀
】 

海
邦
：
海
の
囲
ま
れ
た
邦
、
養
秀
：

優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
「
海
邦
養
秀
」
は
、
国

学
・
県
立
一
中
・
首
里
高
等
学
校
の
２
２
０
年
余

の
伝
統
を
貫
く
精
神
。
尚
温
王
が
、
琉
球
の
発
展

は
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
、

創
建
し
た
。 

戦
時
中
は
１
９
４
４
年
か
ら
一
中
鉄
血
勤
皇
隊
・

一
中
通
信
隊
が
組
織
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の

動
画
は
、
「
沖
縄
戦
継
承
事
業 

戦
場
に
動
員
さ

れ
た
２
１
校
の
学
徒
隊
」
で
観
る
こ
と
が
で
き

る
。 
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＃
金
城
睦 

 

沖
縄
県
立
首
里
高
校
国
語
科
・
司
書
教
諭
、
沖
縄

県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所
共
同
研
究
員
、

日
本
国
語
教
育
学
会
沖
縄
支
部
副
支
部
長
。 

沖
縄
歴
史
教
育
研
究
会
に
所
属
し
て
お
り
、
５
年

一
度
行
っ
て
い
る
（
戦
後
〇
〇
年
と
沖
縄
の
日
本

復
帰
〇
〇
年
）
「
平
和
教
育
に
関
す
る
高
校
生
ア

ン
ケ
ー
ト
」「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
に
関
す
る
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
務
を
担
当
。 

  

沖
縄
文
化
協
会
（
沖
縄
学
に
関
す
る
学
会
）
紀
要

誌
『
沖
縄
文
化
』
第
１
２
６
号
に
「
大
城
立
裕
『
カ

ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』
改
稿
過
程
の
研
究
」
が

掲
載
さ
れ
た
。 



第
三
部 

 

平
和
へ
の
稔
性 

朗
読
劇 

鬼
慶
良
間 

 
 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
受
講
生
／
沖
縄
国
際
大
学 

本
年
１
１
月
２
３
＆
２
４
日
の
両
日
、
沖
国
祭
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
私
た
ち

沖
国
大
日
本
文
化
学
科
の
１
年
生
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
受
講
生
１
０
３
名
）
は
、 

創
作
民
話
劇
「
鬼
慶
良
間
」
を
学
内
の
厚
生
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で
上
映
し
ま
し
た
。 

こ
の
民
話
劇
は
、
同
大
学
の
卒
業
生
で
フ
リ
ー
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
佐
渡
山
美

智
子
先
生
の
指
導
に
よ
る
授
業
の
成
果
発
表
で
も
あ
り
、
１
年
生
１
０
３
名
が
、

役
割
を
分
担
し
て
制
作
・
上
演
し
ま
し
た
。
役
者
、
小
道
具
、
照
明
、
演
出
、
監

督
な
ど
、
す
べ
て
が
学
生
に
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
台
本
は
、
佐
渡
山
先
生
の
恩
師

で
も
あ
る
本
学
名
誉
教
授
、
故
・
遠
藤
庄
治
先
生
の
著
作
に
基
づ
い
た
が
、
新
た

に
脚
色
し
て
い
る
の
で
、

創
作
民
話
劇
と
呼
ん
で
い

ま
す
。 

劇
の
内
容
は
渡
嘉
敷
島

に
伝
わ
る
民
話
を
基
に
島

で
起
き
た
「
集
団
自
決
（
強

制
集
団
死
）」
を
伝
え
、
命

の
大
切
さ
を
伝
え
る
と
い

う
も
の
。
戦
争
が
背
景
で

あ
り
、
生
き
る
、
そ
し
て

平
和
を
島
の
住
民
が
考
え

る
場
面
な
ど
を
演
じ
ま
す
。 

 

 

 し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
学
生
た

ち
も
、
命
は
大
切
を
知
り
、
伝

え
た
え
い
一
心
で
、
劇
の
演
出

と
制
作
を
行
っ
た
。
結
果
、
観

客
か
ら
は
、
大
喝
采
を
受
け
た
。

ま
た
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
も
報

道
さ
れ
、
努
力
が
報
わ
れ
た
思

い
で
あ
っ
た
。 

大
学
祭
の
演
劇
は
、
９
０
分

で
３
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
平
和
祈
念
館
で
依
頼
さ

れ
た
演
劇
の
上
演
時
間
は
３

０
分
で
あ
り
、
こ
の
時
間
に
収

め
て
、
主
題
の
平
和
祈
念
を
表

現
す
る
よ
う
に
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
構
築
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

参
加
メ
ン
バ
ー
も
少
数
絞

り
、
新
機
軸
の
「
鬼
慶
良
間
」

の
朗
読
劇
と
し
て
演
じ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

 

＃
沖
縄
国
際
大
学
日
本
文
化
学
科 

沖
国
大
日
本
文
化
学
科
は
、
日
本
文
化
及
び
琉
球

文
化
に
対
す
る
造
詣
を
深
め
る
た
め
の
理
論
的
、

か
つ
実
践
的
な
教
育
を
通
し
て
、
「
こ
と
ば
の
プ

ロ
」
と
し
て
国
際
社
会
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
研
究
上
の
目

的
と
し
て
お
り
、
以
下
の
知
識
、
能
力
を
身
に
付

け
る
に
至
っ
た
人
物
に
学
位
を
授
与
し
ま
す
。 

❶
広
い
領
域
の
知
識
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
変

化
す
る
社
会
に
対
応
で
き
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
う
る
人
物
。
❷
日
本
文
化
及
び
琉
球
文
化

の
専
門
的
な
知
識
・
能
力
を
持
ち
、
多
文
化
共
生

社
会
の
形
成
に
資
す
る
人
物
。
❸
高
度
な
情
報
収

集
能
力
と
的
確
な
自
己
表
現
力
に
よ
っ
て
、
現
代

社
会
の
諸
課
題
を
解
決
で
き
る
人
物
。
❹
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
及
び
教
育
者
と
し
て
、
優
れ
た
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
有
し
、
適
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
よ
っ
て
、
文
化
の
継

承
・
伝
達
に
貢
献
で
き
る
人
物
。 

 

＃
佐
渡
山
美
智
子 

フ
リ
ー
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
沖
国
大
非
常
勤
教
員
、

沖
国
大
出
身
。
沖
国
大
交
友
会
副
会
長
。 

「
民
話
劇
・
鬼
慶
良
間
」
の
指
導
を
２
０
０
７
年

か
ら
担
当
。
こ
の
民
族
劇
は
２
０
２
４
年
で
３
４

回
目
に
な
る
。 

日本文化学科のブログ https://www.okiu.ac.jp/gakubu/sogobunka/nihon/blog/43615 

沖縄タイムス掲載（2024/12/4）https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1483661 

お
に
け
ら
ま 

https://www.okinawatimes.co.jp/articles/gallery/1483661


唄
と
ト
ー
ク 

 
 ム

ン
ロ
王
子
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー 

 
 
 

  

＃
ム
ン
ロ
王
子 

東
大
法
学
部
卒
の
異
色
の
タ
ロ
ッ
ト
占
い
師
１

０
年
で
２
万
人
近
く
を
占
い
、
ほ
か
に
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
、
俳
優
、
朗
読
家
、
日
本
舞
踊
家
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
顔
を
持
つ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
。
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
舞
台
、
カ

ル
チ
ャ
ー
講
師
ほ
か
著
書
な
ど
で
活
躍
。
茨
木
の

り
子
の
イ
ベ
ン
ト
で
朗
読
や
歌
を
行
い
、
そ
の
普

及
に
勤
め
て
い
る
。 

     

 

⑴ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

今
日
も
み
わ
た
す
か
ぎ
り
に 

 
 

緑
の
波
が
う
ね
る 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑵ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

む
か
し
海
の
向
こ
う
か
ら 

 
 

い
く
さ
が
や
っ
て
来
た 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑶ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

あ
の
日
鉄
の
雨
に
う
た
れ 

 
 

父
は
死
ん
で
い
っ
た 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑷ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

そ
し
て
私
の
生
ま
れ
日
に 

 
 

い
く
さ
の
終
わ
り
が
き
た 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

⑸ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

風
の
音
に
と
ぎ
れ
て
消
え
る 

 
 

母
の
子
守
り
の
唄 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑹ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

知
ら
な
い
は
ず
の
父
の
手
に 

 
 

だ
か
れ
た
夢
を
見
た 

 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑺ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

広
い
さ
と
う
き
び
畑
は 

 
 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

 
 

風
が
通
り
ぬ
け
る
だ
け 

 
 

父
の
声
を
さ
が
し
な
が
ら 
 
 

た
ど
る
畑
の
道 
 
 

夏
の
陽
ざ
し
の
中
で 

 

⑻ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 

ざ
わ
わ 
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